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ひとこと 
 

 １ 

沼津市環境政策課の担当業務について 

沼津市環境政策課長 成田 博  

 

   

 日ごろから、沼津地区環境保全協議会の皆様には、本市の環境行政並びに環

境保全につきまして、ご理解、ご協力を賜り厚くお礼申しあげます。 

このたび、コラム執筆の機会を得ましたので、環境政策課の業務内容につい

てご紹介させていただきます。 

環境政策課は、平成 28 年４月１日付けの組織改正により、環境企画室が環境

企画係に変更となり、環境保全係と環境企画係の２係で業務を行っていくこと

になりました。 

まず、環境保全係ですが、生活環境の保全を図るため、市内の大気汚染物質

の濃度や河川・地下水の水質及び自動車の騒音等を測定・監視しているほか、

大気汚染防止法等環境法令の規制対象となる工場等への立入検査を実施するな

ど、公害の未然防止に努めています。また、騒音や野焼きなどの公害問題でお

困りの方の公害苦情相談にも対応しております。 

このほか、騒音規制法、振動規制法及び土壌汚染対策法等環境法令に関する

届出受理業務を行っています。 

次に、環境企画係では、低炭素社会や循環型社会及び自然共生社会の実現を

目指して、「沼津市環境基本計画」の推進を図っております。 

具体的には、市民エコプロジェクト支援事業やアース・キッズ事業、エコ活

動コンテスト等を実施しているほか、地域エコリーダーの育成を通じて、環境

教育や省エネ活動の啓発・推進を図っています。 

また、新エネルギー・省エネルギーの導入促進に関しましては、クリーンエ

ネルギー賦存量調査に基づき、太陽光発電システム、自然循環型太陽熱温水器

等の設置に対し、補助制度を設けています。 

なお、今年度は、既存住宅の床・壁・天井の断熱や窓の断熱等、省エネリフ

ォームに対しても補助金の範囲を拡大したほか、小水力発電等各種補助金に関

する説明会を実施し、地球温暖化の原因となる二酸化炭素排出量の削減に積極

的に取り組む予定です。 

環境政策課では、これからも地域の環境保全や地球温暖化防止のほか、市民

一人ひとりが身近な環境について考え、生活に密着した環境にやさしい「環境

活動」、「エコ活動」を無理なく、楽しみながら、続けていただくことができ

るよう、市民の皆様とともに取り組んでまいりたいと考えておりますので、沼

津地区環境保全協議会の皆様のご協力を、引き続きお願い申し上げます。 

 



セミナー開催報告 
 

 2 
 

緊急 BCP セミナー 

「今そこにある危機! BCP と特別保証で備えよう!」   
 

ダイドードリンコ㈱ 松井康浩 

 

平成28年７月１日(金)沼津商工会議所４階会議室でBCP緊急セミナーが開催されました。 

本セミナーでは、㈱アースコンサルティング 中小企業診断士：庄司正樹氏より、現在、

想定される南海トラフ地震の影響・BCP の概要・実態について、解説していただきました。 

 

1. 今そこにある危機 

数あるリスクの中で、地震は発生確率が科学的に算定され変動が少なく、南海トラフ地

震においてはすぐそこまで来ている状況にあり、沼津市の被害想定・被災する事業者の姿

について、説明がありました。 

・阪神淡路大震災（1995/1/17）30 年以内の発生確率:0.02～8％ 死者:6,434 人 

・東日本大震災（2011/3/11）30 年以内の発生確率:10～20％ 死者:18,455 人 

・熊本地震（2016/4/14）30 年以内の発生確率:8％ 死者:49 人 

・南海トラフ地震（20XX） 30 年以内の発生確率:70％死者：32 万人（静岡 11 万人） 
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2. BCP の概要・実態 

BCP とは:事前に緊急事態を想定して準備し、緊急時でも事業を継続する計画 

 

BCP 対策については、一見防災への取組みに目が行ってしまいがちになるが、防災は緊

急時のみ対象の備えであって、本来は緊急時～復旧時～事業再開への備えが重要。 

また、自社だけではなく、取引先等外部の関係するもの全てについての考えが必要との

説明がありました。 

BCP 対策の３つの特徴として 

① 目標復旧時間を決める 

② 継続事業を事前に決めておく 

③ 代替を用意しておく 

実際に熊本地震で起きた事業プロセスの影響としてアンケートを集計した結果、製造業

の場合、材料の調達が 27％停止遅延が発生、生産においては 21％停止遅延、出荷において

は 26％停止遅延が発生 という結果が出ていて、停止遅延の原因としては、従業員の被災

36％、施設・設備の被災 56％、交通事情の悪化 47％、取引先の被災 36％ライフラインの

被災 33％という結果が出ているとのことでした。 

 その中で、事前に BCP を策定していた企業については、定めた通りに対応できた企業が

33％、定めた通りではないが、臨機応変に対応できた企業が 41％と一定の効果が出ており、

同業からの需要を取り込み、震災前以上に業績が向上している企業もあったと説明があり

ました。 
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3. BCP 特別保証 

BCP の策定方法としては、専門家による指導や独学での策定となるが、「静岡県版の

BCP モデルプラン」の活用や、静岡県産業振興財団等へ専門家の派遣制度が利用可能

で、策定の段階で助けとなる。 

また、BCP を策定した企業の為の災害時資金支援のシステムとして、静岡県信用保

証協会が実施している「BCP 特別保証」があり、審査内定が出た企業に対し災害発生

時に復興資金の支援を受けられる話がありました。 

 

 

 

以上 BCP のとらえ方・今後の取り組み方について、有意義な情報を提供されたと思

います。今後、想定される災害に向け、改めて見直しの必要性を強く感じました。 
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沼津市環境政策課だより 

 

「沼津市環境基本計画」の進捗状況について 
 

環境政策課長  成田 博 

 
日ごろ、「沼津地区環境保全協議会」の皆様には、本市の環境行政及び環境保全につきまして、

ご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

 本市では、貴協議会をはじめ多くの市民の皆様の参画をいただき策定しました「沼津市環境基本

計画（H23～H32）」に基づき、環境関連施策や市民協働重点プロジェクトの推進を図っており、

皆さまのご協力により、下記のとおり少しずつではございますが計画が進んでいるところです。 

 

 
◆沼津市環境基本計画における数値目標達成状況（※H27 末時点 全 30 項目より一部を抜粋） 

 

※評価基準（◎：中間目標達成／○：基準値より維持・向上／△：基準値より低下） 

指標 
基準値 

（H21）

実績値 

（H27）

中間目標 

（H27） 

評

価 

最終目標

（H32） 

エコアクション 21 認証取得事業所数 40 社 62 社 60 社 ◎ 80 社 

河川の環境基準達成率（市内 11 河川、BOD） 90.9％ 100％ 100％ ◎ 100％ 

水質事故件数 10 件 ６件 7 件以内 ◎ 5 件以内

大気・ダイオキシンの立入検査 

（※各 5 箇年計画に基づく立入検査の実施） 

年 21 件

（21／120）

年 23 件

（H23 から 72/120）

年 24 件 

（H23 から 96/120） 
○ 

年 24 件

（H28 から 120/120）

公害苦情件数 163 件 99 件 130 件以内 ◎ 100 件以内

市民アンケートで緑が多いと感じる市民の割合 44.5％ 53.6％ 50.0％ ○ 55.0％ 

市民一人が出すごみの量 943g/人・日 867g/人・日 906g/人・日 ◎ 872g/人・日

すまいるしょっぷ店舗数 74 店舗 41 店舗 85 店舗 △ 100 店舗

 

※その他の指標も含めた計画の進捗状況につきましては、市ホームページに掲載の「平成 27 年度 沼

津市環境基本計画年次報告書」をご参照ください。 

 

 

本計画も策定より６年目を迎え、策定後の社会環境の変化やそれに伴う施策や取り組みの変化に

対応し、より実効性のあるものとするため、計画の中間年となる昨年度に見直しを行いました。事

業者の皆様方におかれましては、本計画の推進に向けて引き続きご協力いただきますよう、よろし

くお願い申し上げます。 
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会の動き 

 

会の動き 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 平成２８年３月１１日 

  【広報部会】 水と空 第１５０号発行 

 

☆ 平成２８年４月２１日 

  【理事会】  （１）定時会員総会について 

         （２）今後の事業の進め方について 

 

☆ 平成２８年５月２３日 

【定時会員総会】 

        （１）平成２７年度事業報告及び収支決算承認の件 

（２）平成２８年度役員改選の件 

（３）規約の一部改正について 

（４）平成２８年度事業計画（案）及び収支予算（案）決定の件 

＜記念講演会＞ 

         テーマ 「静岡県の環境政策について」 

         講 師  静岡県くらし・環境部環境局環境政策課 課長 織部康宏氏 

         テーマ 「省エネネットぬまづの活動について」 

         講 師  沼津地区環境保全協議会 会計監事 佐竹哲郎氏 

    ＜懇親会＞ 

 

☆平成２８年６月１０日 

【地域貢献事業】沼津地区環境保全協議会メンバーによる三社会千本浜清掃 

 

☆平成２８年６月２１日 

  【広報部会】    （１）第１５１号「水と空」の企画について 

（２）その他 

  【事業部会】    （１）事業部会活動について 

（２）その他 

 

☆ 平成２８年７月１日 

  【セミナー】  テーマ 「今そこにある危機！ＢＣＰと特別保証で備えよう！」 

          講 師  ㈱アースコンサルティング 代表取締役 庄司正樹氏 

 

☆ 平成２８年７月２７日 

  【セミナー】  テーマ 「電気ｄｅ省エネ 並びに 電気災害と事故防止対策について」 

          講 師  関東電気保安協会 沼津事業本部 職員 
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